










と「問題解決（problem-solving）」に対する行動分析学者 B. F. Skinner の見










































が観察できる（問題箱に関する詳細な検討は，今田・今田，1981 ; Imada &















































































































































































多く行われたが（それらの概説は，Spence, 1937 ; Tolman, 1927, 1928；矢
田部，1946/1983に詳しい），過去経験およびそれによって獲得された行動と
「洞察」との関係を実験的に検討したものは少ない。理論的には，行動主義者
























が（Birch, 1945 b も参照されたい），これらの実験はいずれもただ単に棒を与
えて遊ばせただけであり，どのような過去経験・獲得された行動が棒使用行動
を生み出したかについては，実験的分析を行っていない。さらに，Jackson























































































者がかつてハトで行った実験（Nakajima & Sato, 1993）も「障害物撤去問
題」（Köhler, 1917/1962の行った問題の⑥）に Epstein 流のアプローチを試
みたものである。このような研究が今後さらに盛んになることを期待したい。
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